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Generalized　Linear　Modelの場合の

　　　仮説検定について（II）

宇喜多　義　昌＊

§1．　Summary

　明星大学研究紀要一理工学部一第24号（1988）で宇喜多，小野は同じ題名の小文におい

て，

　　　　x－A・・（墓・IPI，→，　m・曇・IPi，5・・

のとき，すなわち

　V（X）＝εであるときは，帰無仮説m⊥S＊，ただしS＊は推定空間の適当な部分空間，

のF一検定法について述べた。

本小文は・x－∧Ja（　　　ロm＝　2αiμi＋Rla，　E　　i＝1　　）一（・，　Rは対象個体の共勘瓢・、t－（・，

　　　　ノゐロ

…，0，1，0，…，0）とする。

このとき，「仮説m⊥S＊，S’は適当な部分空間」の検定で，この適当な部分空間として，

「c’1。＝0なる任意のベクトルcの張る1次元のベクトル空間S（c）に対して，帰無仮説

m⊥S（c）に対するF検定要領」を示す。また，この検定方式は，xの変換Z＝c’xの

検討からしても，同一のF一検定法になることを示す。最後に本文冒頭にあげた先行論文

中の検定方法1．は，この小文の特種な場合であることも示す。

§2．X「＝（X’（1），　X’（2），…X’（ll））の構造模形と空間構造について

　1元配置（1因子実験）では要因Tの水準がT，，T2，…Taのとき12a個の仕切を無作

為に抽出し，各T，水準の実験を71個の仕切で行い，同一仕切で異る2水準以上の実験は

行はない。すなわち追跡調査は行わない。また12a個の実験はそれぞれ統計的に独立で，

同一分散をもつとする。しかし「免疫性を見る実験」とか「作物の連作の可否を見る」

実験では，11個の対象のおのおのに対して，順次T，，T，，…T．と実験するのが普通で

ある。例えば小麦の連作の可否実験で第1年度栽培をT，，第2年度栽培をT2，…第a年

度栽培をTaとしてlr個の試験区で栽培して収量を調べ，連作の可否を調べる場合が考

えられる。

庭理　　　7’1　　　　　T2　…　Tα

α一対象　［A’1（α）X2（α）…Xa（a）〕≡X。’

期待値　μ1十Raμ2十Ra…μα十Rα，　　α＝1，2，…11
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ここにR．はα一対象の固有効果で，μ1，…μ．は庭理効果と見る。

　このとき次の仮定に従うとする。

　　　　　　　　　　　　　　　Xα～Ala（μ十Rala，三）

ここにV（X。）＝Eニ（ξiJ）＞0，μ’＝（μ1，μ2，…μロ），1a’＝（1，1，…1）で12個の対象に

対するX1，　X2，…Xnのベクトル間は独立と見てよい。すなわちX（α）」⊥とする。

　　　　　　　　　　　　　　　（X1”X2’，…Xn’）≡文’

の構造模型は次のようになる。
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ここにS（A）≡S（α1，α，，…α。），S（A－）≡5（α1一α。，α，一α。，…，αa．一α。）

　　　S（B）≡5（b，，b2，…bn），　S（Bつ≡S（b一bn，　b2－bn，…，　bn－i－bn）

で推定空間，誤差空間は図1の通りである。

S（1。。） s（．4－）

s（B一） s⊥（A，B）

闇空定推

間空差誤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　1

また

　推定空間S（A，B）＝S（A－）㊤S（1n。）①S（B－）

　diinS（A，　B）＝diinS（A’）十diinS（1na）十dimS（Bつ

　　　　　　　＝（a－1）　　十1　　　　十（12－1）

　　　　　　　＝〃十a－1

　誤差空間S⊥（A，B），　dimS⊥（A，　B）＝（〃－1）（a－1）

である。

　§3のTlz．1のために，次の簡単な空間に対する1emmaを述べる。
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　1。’d＝0なる任意のa次元ベクトルdから，つぎのような1？ケのna次元ベクトルを

つくる。

　di≡（0’，0’，…0’，　d’，0’，…O’），0はa次元零ベクトルとする。

　i＝1，2，…11である。

この互に直交するd、，d2，…d，、を基底とするベクトル空間をS（D）とすると，diins（D）

＝11である。いまd’≡（ぱ，d’，…，　d’）とすると
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互に直交するベクトル

ここにg2，…9nは，互に直交し，　dとも直交するS（D）内の〃－1個のベクトルで，　g2，

… 9nの張るベクトル空間をS（D’）とした，すなわちS（g2，…9n）≡S（D’）である。

Lemma　1

　　5（d）⊂S（A，B），　dimS（d）＝1

　　S（1）一）⊂S⊥（A，B），　dimS（D’）＝fl－1，

証明

n　　　　　　　A

　g2∈S（D）より，　g2＝Σα∫（2）d，とかける。すなわち，
　　　　　　　　　　　　i＝1
　92’＝（α1（2）d’，α2（2）ぱ，…，α。（2）ぱ）

とかける。ただしd⊥g2より，次のことが成立つ
　　　　カ

　　Σαi（2）＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（2．3）
　　i＝I

　g2⊥αJ（∫＝1，2，…，　a）である。なぜなら（2．3）より

　　9・’・・一（れΣαど（2i＝1））d・一・（d・はdの播目の蹴

　g2⊥bi（i＝1，2，…，　Iz）である。なぜなら

　　g2’b，＝αi（2）・d’1＝0　（d’1＝0より）であるからである。よってg2⊥S（A，　B），

でありg2∈S⊥（A，　B）となる，　我々は他のg、についても全く同様である。

ゆえに

　　　S（92，　…　，　9，、）≡S（1）一）⊂S⊥（ノ4，　B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　（2．4）

基底g2，…，　g，，の直交性から7？－1個のベクトルの独立性より

　　　d∫inS（D－）＝11－1。

　前半の証明は

　d’＝（d，d2…da，　d，，　d2，…da，…，　d，，　d2，…da）

　　＝diαi’十d2α2’十…十daαa’∈S（A）⊂S（A，　B）

より明らかである。
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§3．帰無仮説c’μ＝0（ただしc’1aニ0）のF一検定量にっいて

　c’1。＝0なるc’には（1，－1，0，…0）とか（1，－2，1，0…0）等があるので，μ一μ2＝0と

か・・一
去（μ1＋・・）・かの検定がGen・・alized　L・nea・M・d・1の場合でも，F一検定可能・

なり，その検定要領を示す。以下のF一検定要領はいろいろの場合に応用されるが，事例

については次の別の小文で示すことにする。

Tll．1．　c’1。＝0なる任意のa次元ベクトルcに対して

　　　ε’≡（C’，C’，　…，　C’）とし
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このとき

　　　　〈PeX＞～AJ，（〈1）ε痂〉，σ＊2）…（3．1），　Ps（cっX～∧「n－i（0，σ＊21n＿1）…（3。2）

　〈丹文〉」⊥Ps（c－）文…（3．3），ここにσ＊2≡e’（c）5ε（c）とした。が証明される。

上式でe（c）はc方向の単位ベクトルで，〈Pe　X＞はベクトルXのεへの正射影ベクトル

の正負の符号を含む長さで，Ps（c－）XはベクトルXのベクトル空間S（C－）への〃－1次

元の正射影ベクトルである。

　証明　〈P6　X〉＝e（ε）’文，文～1V。．（万，　diag（E，…3））より〈P譲〉は正規変量である。

・た・E〔e（・γ文〕一・（・工誌1｜碑一疏μ・分散についてはV〔・醐

一Σ讐夢zc・一・（・働L・・て

　　〈PεX＞～1V1（Pε痂，σ＊2）

である。（3．2）を証明する。§2のLemma　1で調べたように，

　S（C－）∋g2，　g3，…，　g，、なる互に直交し，εとも直交する。　g2…g，，が得られる。これ

から

（P、、，．，X）「＝（〈P。、X＞，〈P。，X＞，…，〈P。。文〉）

　　　　　＝（e（92）’X，e（93）’X，…，　e（9，t）’X）より

Ps〔cっXは7？－1変数正規分布である。平均ベクトル，分散共分散行列は

E〔e（9f）’幻＝e’（σi）m＝o（∵ni∈s（A，B），e（9i）∈s・（AB））。

　1ノ〔e（9i）’X〕＝e（9i）’1／（X）e（9i）＝e’（c）8e（c）≡σ＊2，

　cov（e（9i　）’X，　e（9」）’X）＝e（9i）diag（三，　E，…，ε）e（9」）

　　　Σαk（i）αlt（∫）

フご・（c）’8e（c）＝°（i　‘　i　）’°となるのは・

lt　　　　　　　　　k

　　9i’＝（α1（i）C’，α2（i）C’，…，αn（i）C’），9i’＝（α1（ノ）C’，…，αn（ノ）C’）なる



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　れ　9iと9iが直交することからΣα友（i）αk（∫）＝0であるからである。よってPs（c－）51の

　　　　　　　　　　　　　k＝1
（11－1）×（1？－1）の分散共分散行列V〔Ps（c－）X）は

　1／〔1・S（。っ幻二σ’2・ム．1

となる。つぎに（3．3）を証明するには

　1ノ〔e（ε）’X，e（9i　）’X〕＝0　（i＝2，3，…12）を示すとよい。しかるに

1・〔e（ε）’x，e（9i）’Sl〕一 、撒・（・働であ・が，・⊥・・より星・・（i）一・と

　　　　　　　　　　　　　　たなることから0となる　（i　＝＝　2，…，12）。

この定理は，文～ノXlna（ni，　diag（日，…8））のとき文を，

　　e（6）’

e（92）’

e（9n）’

≡Qなる半直交行列での変換Z＝Q文で，Zの分布は，
　力Xna

z＝Q文～∧Tn（
11x1

綿
・

．

－

　
－

0

，o’21n），
・・・… 　（3．4）

であることを示したものである。

　さて，帰無仮説c’μ＝0のF一検定を示す。

（3．1），（3．2），（3．3）または（3．4）より

　Zl2≡［｜1）ε文「12～♂2・x｛2〔22，＝フ？（e（c）’μ）2〕

　　　　　　　　　　　　　　クヱ　z22十…十zn2＝ll　Ps（c－）x　112＝Σll　Pρf幻12～♂2・揚一1

　　　　　　　　　　　　　　i＝2
　1「Pε文ll2血1｜PS（C．）文ll2

なることから

lrP・frl・
／1｜竺・きll2　t…nCe・・a底1分布をなす

しかしc’μ＝0が成立するとき，central　F；．1分布をするから，つぎのF一検定が行える。

ただしll　PS（C－）］ll　112の算出には，　ll　P∫（C－）文1「2ニ1｜PS（C）文1｜2－ll　Pa　51　1｜2二自ll　Pe、　Xl　112－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＝l
ll　P譲ll2……（3。5）として計算される。

検定方式1

　仮nt　c’Pt　＝0（ただしc’1、＝0）が真なるとき，

　　　　Ilp渓1！2

　　11、P、，。．，剤・／“－1～F，1－，　　　　　　　　　　　……（3・5）

であることから，c’μ＝0の仮説検定が行える。
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　§4．統計量〔ll　PeX　112／ll　P∫（c－）X　112〕・（n－1）の別検討

　（3．5）の左項の検定統計量を更に検討する。

ll・P・x・112－（ 1蒜一（c’x・＋・’x2＋◆”＋c’x・　）2

　　　　－（Y，＋㌣’”＋Yn）2・［l　d－・一〃ア・・ll・｜1－・

　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　ll　Ps（C．）文　112　・・li　Ps（c）幻12－｜1　Pe51　ll2＝ΣL厄文ll2－11了一2・ll　C　ll－2

　　　　　　　　　　　　　　　　i：＝1
　　　　　一量（語1芦一・2ア・川・1｜→一（記一・・ア）1・ll－2

　　　　　　　　　カま　　　　　　　　へ
　　　　　＝Σ（Y，－Y）2・1｜C　ll－2

　　　　　　　i＝1＾
　　　　　　ll　PaX　l「2　　　　　　　　12－iア2

よって・ ll、P．、，。一，］＄1、ll・／，，－1＝

Σ（Y，－Y）・／，，－1

となることから，次の定理から導かれた統計量とも解釈できる。

　Th　2．

日c）である，

一一一
研一一一一・　・’x・＝　Yi（i＝1・2・　’”・°n）とすると’

・・・…
　（4．1）

・・・…
　（4．2）

・・・…
　（4．3）

X～Na（μ＋R1，　E）のとき，　Y＝c’X，（c’1＝0）とすると，　Y～N，（c’μ，　c’

Xの無作為標本X1，　X2，…，　Xnから，　Yi＝c’XiとしてえられるY，，　Y，，…，　Ynはy

の無作為標本とみられ

　　sEn－i7～N（万c’μ，　c’8c）→（fi：P）2～（c’εc）「x；・〔2A＝n（c’μ）2〕

　　　　お　　　　　　　　

　　Σ（Yl－Y）2～（C’5C）・揚一I
　　i＝1

　　　　　　　れ　　s／fi：r⊥Σ（Y，－Y）2

　　　　　　i＝1

であることは良く知られている。これから

　　　（石Jy）2魂．1，。。nCe。，，al，，am，，。，　n（C’St）・である。

　Σ（Y，－y）2／〃－1

よって，仮説c’μ＝0のときは

Σ譜需。－1－［1馬瓢一1－FA－・・

L・mm・2・1・
〔（1．）〕－9・・の場合のE（X）－E（Y）の検定について

いま・（1．）一・《ll〕〔，㌫Pl，9Y〕）のとき・Z－X－Yの分布はZ－Al（・x

一μy，σy2－2ρσxOy＋σy2）となる，（X，　Y）の無作為標本（X1，　Yi），（X2，　Y2）…

（Xn，　yn）に対して，　Zの無作為標本Z，…Znがえられるが，　Z＝ΣZi！n，Σ（Zr　Z）2

について

　、／万Z～Ar（s／弄（μx一μy），σx2＋σy2－2ρσxσy≡σ’2），Σ（Z一7）2～σ・2xそ．i，7」⊥Σ（Zi

－ Z）2であるから

仮説μエ＝陶が真のときは，ベクトル（X，Y）の対差Zにつき



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　口　　～F，1＿，となる。

　Σ（Z，－Z）／1？－1

　§5．cl’μ＝0，　c2’μニ0（ただしc1⊥c2，　ci⊥1。　i＝1，2）の同時検定の可否の検討

　§1の1emma　1のようにClから構成するna次元のベクトル空間S（Ci）と，　c2から

構成する11a次元のベクトル空間S（C2）をつくり，それ等をそれぞれ直交補空間に分け

る，すなわち

　　　　　　c10＿o　　c・　1
　　　　　　0Cl＿o　　　c・　1
　　　　　　　．　　．　　．　　≡5　　≡　1σ2（1），…，ση（1）　ニS（ε1）㊤S（Cl－）　5（C，）≡S

　　　　　　　：　：　：　　　　．1　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　コ　　　　　　・・…Cl　ぼ直交ξ；，，レ

　　　　　　　↑　……↑　　　　↑

　　　　　　　ε1（1）　ε刀（1）　　ε1

　9i’（1）ニ（α、（i）c1’，α2（i）c，’，…αn（i）Cl’），　iニ2，3…12であり

　　　カ　　　　　　　　　　　　　　カ

　Σ　ak（の＝0　Σα夫（i）ak（」）＝0である。
　k＝l　　　　　　　　　k＝1

　　　　　　　　c2　　0…　　O　　　　　　　c2：

　　　　　　0。，＿0　　。、l
　S（C2）≡S　．　．　　．　≡S　，192（2），…，9n（2）　＝S（e2）㊥S（C2－）

　　　　　　　コ　　　　ロ　　　　コ　　　　　　　　　　や　コ　　　　　　　

　　　　　　00＿62　　6、l　　Cジ

　　　　　　　↑　…↑　　　↑
　　　　　　　ε1（2）　ε，、（2）　　　ε2

　9ir（2）＝（β1（のc2’，β2（i）c2’，…，βn（のc2’），　i＝2，3，…12であり，

　　　ガ　　　　　　　　　　　　　　れ

　Σβた（i）＝0，Σβ夫（i）β★（∫）＝0である。

　k＝1　　　　　　　　　k＝1

このとき

　S（Cl）⊂S（A，　B），　S（Cl－）⊂5⊥（A，　B），

　S（ε2）⊂S（、4，B），　S（C2－）⊂5⊥（ノ1，　B），

であることは，Lemma　1で示した通りである。これを図2に示す。

∫（C2） ∫（C1）

S（1na） S（向 S（e9

s（B一） S（Ci）　　S（Cr）

［ニコ推定空間

≡≡≡ヨ誤差空間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　2

　ここでS（C1）⊥S（C2）は明らかである。

　§3のTh．1．で示したように，文の各空間への正射影の統計的独立性について検討す

る。
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Th．3．　　〈PE　，rlX＞⊥t　p∫〔Ci＿）文　　　　　i＝1，　2，

　　　　〈Pe‘X⊥L　Ps（cゴー｝X　　　i　iF　」，　i，」＝1，2

　　　　〈Pε1文〉且〈P。、文＞

　　　　P、（c「）X皿P、（。，．）文

である。

証明　（5．1）はT12．1で証明した。

（5．2）の〈1）ε文〉とPs（c，一，文の独立性を示す。

・・・… 　（5．1）

・・・…
　（5．2）

・…
　一（5．3）

・・・…
　（5．4）

　Ps（c2－）文二（e〔g2（2）〕°文，　e〔g3（2）〕’≦1，　…　e〔9n（2）〕’文）

よ　り　　cozノ〔〈1）al文〉，　e〔9i（2）〕’Xi〕

　　一　　；1｛nt（（；）2　e（cユγ飽（c2）－0　　　（星β夫（i）－0より）

　　　　　　★
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝2，　3，　…　71

よって，〈Pε，X＞」⊥Ps（c，っ文である。〈Pa，51＞」⊥Ps（c、っ文も同様

　（5．3）の〈Pε，X＞と〈Pe遠〉は統計的独立とはいえないことは，

　cov〔e（ε1）’Xl，　e（ε2）’文〕＝e（Cl）’Ee（c2）≡1‡O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　（5．5）

からである。

（5．4）の証明はつぎのことを示せばよい。

　Ps（c、＿）文二（e〔g・2（1）〕’X，　e〔g3（1）〕’文，　一・，　e〔9n（1）〕’文）より

　e〔9i（1）〕XなるPs（c、一，Xの（i－1）成分と，　e〔9j（2）〕宝なるPs（c2－，Xの（∫－1）成分と

の共分散が必ずしも零でないことを示すとよい。i，元＝2，3，…π

　　　　　　　　　　　　　　　　Σαk（i）β，（∫）
・・v〔・〔91（1）〕1文・e〔9・（2）〕r文＝ rk・（i）．Σβ、・（」）e（c1）’動（・・）＝ll・キ゜・

　　　　　　　　　　　　　　　　k　　　　　　　　k
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　（5．6）

一般にΣα痘）β，（∫）‡0である。よって，（5．6）‡0。
　　　　　k

Lemma．3．

　　V〔〈Pa，51＞〕＝V〔e〔ε1）〕’Xi〕＝σ1＊2（≡e（c1）’5e（Cl））　　　　　　　　　　　　　　……　（5．7）

　　V〔〈Pε2文〉〕＝1／〔e〔ε2〕’文〕＝σ2＊2（≡e（c2）’Ee（c2））　　　　　　　　　　　　　　……　（5．8）

である。

　本定理は文～ノVna（nt，　diag（E，…8））のときXを

e（C1）’

e（92（1））’

e（93（1））’

e（9n（1））’

　e（ε2）

¢（σ2（2））’

e（9n（12））’

≡　Ql2，なる半直交行列で変換した，Z＝Qエ2文は
　（2nXna）
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z－Q・2Xl・－A…（

石c1’μ

一fi’61’fi－

　　　9

＿．9．＿

、砺c，’μ

　　　9

　　　0

，

　　　　　　1　0　…0

　　　　　　0　122…12刀
σ1＊21n　　　　　　　　≡　　　　≡

　　　　　　0　12η…1欲

10…σ
0　122…1，z2

≡　　　1　　　≡　　　σ2＊21n

O　ln2…1ヵ，z

　ここにσ1＊2，σ2’2，1∫5は（5．7）（5．8）（5．6）で定めた定数，

以上のことから，§3のF一検定が成立し，同時検定では

検定方式II

　H，：c1’μ＝0が真のときは　lH，：c2’μ＝0が真のときは

ll　B1謡ll－1　F・n－i；11嘉量11‘－rF・・－i

により各個別々に検定し，検定統計量はそれぞれ異る。

） ・・・…
　（5．9）

　Eの固有根2，が2重根♂2をもち，対応する2次元の固有空間の直交単位ベクトルを

e（c1），　e（c2）で，　ci’1ニ0（i＝1，2）のときは，（5．5），…（5．8）から分るようにσ1’2＝σ2’2

＝♂2，1＝lii＝0となり，　Zの分布は，

Z－Q・2X－－N2n（（儒lllμ，い・，α癬・い・叫鑑〉・な・・

各正射影ベクトルの独立性は次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　　　　パ〈Pa，X＞⊥L〈Pa、X＞，　Ps（Cl）X且Ps（c2｝X。

H，2：c、’μ＝0，c2’μ＝0が真のときは

　　1］　P。、e、，，、，X　ll2～σ＊2κ≧（under　c1’μニo，　c、’μ＝ois　true）。

　　BPs（c、一．c，一）文ll2～σ＊2κ日（n＿、）　（absolutely）より

ll隠諾｛；－1）一硫1）㎞・e・・c・’・・一一卵酬

である。

　このことからc、’μ＝0，c2’μ＝0の同時検定が行える。

これを拡張して，次の定理を得る。

Th　4．　Eの固有根としてA＊が1’重根であるとき，λ＊に対応する固有空間S（A’）とす

ると，dim　S（尤）＝・1’である

　（1）S（ガ）∋1ロのとき，S（λ’）ニS（1。）㊥S＊，　S’＝S（c1，　c2，…c。－1），　Ciは互に直

交。

　〃：S’⊥μ＝ゴc1’μ＝…＝c．．1’μ＝0が真のとき
　くプ　り

　　1【1）s（、e．、，、e．2＿e．r．、）文112’～！1＊x：＿］　　（under　H　is　true）

　　1［　ps（cl．，c，一、．．cr－「）文｜12～λ＊κε，，－1x．－1）（abSOIUtely）である。
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これより検定方式IIIをうる。

　　　　ll　Ps（e1，ε、、．．，er．i）X　II2／r－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　～F｛n－i｝（。－lr－l
　llPs（c，一，c、一，．．．c．－1－）Xl12／（12－1）（1’－1）

（2）S（A’）⊥1aのときは，　S’＝S（Cl，　c2，…，　c。）とすると，

　H：S’⊥μFゴCi’μ＝0　（i＝1，2，…1・）が真のとき
　　r

　ll　Ps（et，f．2、．．，er｝文｜12～A＊z多　（under」His　true）

　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　l｜Ps〔c1－．＿．crづ文ll2～A＊z鍵〔n＿1）　　（absolutely）

（under　H　is　true）

よって
　　　　11　P，（ε1…a，）文　1］2／1・

　　II、Ps、c、．、一，cr－｝Xl　1｜・／。（，，－1）～F・：一，・・（unde「ij・is　t「ue）・

　Tlz　4の方式での仮説検定法とその適用例を，先の第24号の小文では検定法（1）として

示し，分割法実験，単純繰返し実験，two－type　diagonol　3×3のEの分散分析に適用し

た。この方式での検定のデメリットはCl，…CrがEの固有根オに対応する固有空間の

直交ベクトルで，αからci（i＝2，…12）を作るとき，　ciは一般的にεのelements　4ii

の関数となり，Eが未知のとき1［　Ps（el…e．X　l12や1］　Ps（c、一、”crt’）ISI　112の計算が出来ないこと

である。しかし上述の分割法実験，単純繰返し実験等の場合はCiがξ，iに無関係に決定

されることや，またcl’la＝0でもあるから前論文にあるようにcど’μ＝0，　iニ1…1’の同時

検定が一つの統計量の算出で可能となる。

　追記。本小文は，宇喜多，小野の“Generalized　Linear　Modelの場合の仮説検定につ

いて”明星大学紀要（理工学部）1987をうけて，検定法1と検定法2の関連，すなわち検

定法2は検定法1の特別な場合であることを主張するものであるとともに，一般的検定

法1の理論的裏付けを行ったものである。

　この研究に関する一部分は，引用論文5）で発表済である。

1
）

2
）

　3

A4

　5

　6
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